
2021 年度文系チャレンジ講座（第５回）を実施しました 

１０月２０日（水）に経済学部の中本 裕哉先生を講師に迎え、

「身の回りの統計学～ある高校生の模試結果を例に～」というテ

ーマで、文系チャレンジ講座の第５回を実施しました。２度目の

ZOOM 配信を行いました。中津南、国東、別府翔青、大分雄城台、

大分西、大分鶴崎、大分商業、大分南、臼杵、三重総合、日田、竹

田、東九州龍谷の１３校３０６名が受講しました。 

経済統計学が専門の中本先生は，「統計学とは？」，「平均と分散

の復習」，「平均の区間推定」と３部構成で講義をされました。 

 まず第１部では，「統計学は科学の文法である」という言葉を

紹介され，統計学は「記述統計」と「推測統計」に大別でき，

記述統計の例として「所得が低い人ほど COVID-19 の死亡率が

高い？」というイギリス統計局のデータを用いて説明され，次

に「生命保険料の算定」と「選挙の開票率（開票率が５％で当

選者が分かること）」を推測統計の例として説明されました。 

 第２部では，模試を受けた５名の得点を基に，数学Ⅰでも

学習する「平均の意味」と「分散の意味」を分かりやすく計算

式を用いて説明され，さらに「標準偏差」を加えることで，自

分が取った点数の特殊性がわかると説明されました。 

 第３部では，カレーの味見を例えとして「標本平均」・「母分

数」・「サンプルサイズ」の３つを用いて「母平均の区間推定」

を求めることができると説明され，また「相関関係」と「因果

関係」を考える例として，「チョコを食べるとノーベル賞を獲得

できる？」というデータを示し，「チョコレートの消費量」と「ノ

ーベル賞の受賞数」に相関関係はなく，他の要因（第３の変数）

である「一人当たりの GDP」が関係している可能性がある」とい

うことを話していただきました。 身の回りにある様々な統計

を読み解き，社会問題を正しく解釈するためには，その結果が出るまでの過程を正しく理解する必要が

あること，そして統計学の基礎を学び，統計リテラシーを身に付けることで，現実社会における経済事

情の分析やその考察を行うことができることを学んだ時間となりました。説明講義後のアンケート調査

は、「総合的に判断して授業がよかった」（96%「そう思う」と「ど

ちらかといえばそう思う」の合計。以下同じ）、「わかりやすか

った」（95%）、「受講生は授業に意欲的に取り組んでいた」（96%）

という結果でした。遠隔配信については、「音声はよく聞こえた」

（85%）、「映像はよく見えた」（96%）という結果でした。生徒は

「トリックアート等興味深く学ぶことができた。統計を読み解

き、プロセスを正しく理解する必要がある」等の感想があり、

貴重な体験になりました。 


